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地域材の利用拡大に向けた要請活動を実施 
（北上川上流流域森林・林業活性化センターの取組） 

 
昨 年 秋 口 か ら の 急 激 な 景

気後退の 影 響により 、全 国 的

に住宅着工が大 幅な 落ち 込 み

となったほか、 経済活動 の 低

迷による 紙需要 の大 幅な 減 少

など 、今 後 、地域材需要 の 減

少が 予想 されることから 、 盛

岡地方振 興 局林務部 では 、 こ

こ数年中断していた 各市町村

長へ の地 域 材の 利用拡大 に 係

る要請活動を実 施することと

しました 。  

要請活動 は、 川 上か ら川 下

まで が連 携 して 行うことが重

要であることから、 北上川上

流流域森林・林業活性化 セ ン

ター の取 組 として実 施す る こ

ととなり 、 総会 での 承認 を い  

 

た だ き関 係 者の 賛同 と協 力 の

もと 行いました 。  

盛岡管内 は、 市町村数も 多

く面 積も 広 いので、 ３日 間 を

かけて、 活性化 センター 会 長

である林務部長 とその地 区 の

森林組合長、木材加工事業体

代表 の３ 名 により８ 市町村を

訪問 して 地域材利用 拡大 を お

願いしました。  

折 か ら 大 型 補 正 予 算 に 係

る事業計画のとりまとめ 時 期

とかさなったため、 逆に 陳 情

を受 ける 場 面もあり ましたが、

各市町村長には 、要 請の 趣 旨

をご 理解 いただき、 今後 も 地

域材 を活 用 していきたいとの

お話 をいただきました。  

 


